
１　経済動向に係る企業等の声（10-12月期）

地域の経済動向（令和6年10-12月期）
《十勝地域》

【建設業】 

・ 建設での現場の代理人、有資格者の不足が顕著で、1 現場に 1 有資格者の配置が必要なので、現場

を回しにくくなっている。 

 最低賃金の上昇については、地方では価格転嫁も難しいので、収益・利益を減らす覚悟で対応して

いくしかないとの話を聞いている。 

 有資格者ではない労働者でも 2 名が休まれると回らなくなっており、「隠れた人手不足」として建

設業者からの話題を良く聞いている。 

 高齢化が進んでいることが課題で、若い人が入ってこない、入ってもすぐにいなくなってしまう。

（商工会） 
 

【製造業】 

 ・ ウッドショックの影響等で商品単価は上がっているが、木材・燃料価格の上昇、加えて人件費の高

騰で、利益は圧迫されている。 

 世界的な景気停滞を受け、海外向け輸出が減少。当社の主力商品である梱包パネルは主に自動車や

大型家電、工業機械等の⾧距離輸送（海外輸出含む）に使われ、特に対中国向けが主力だったが、中

国の景気低迷を受けて物流量が減少したことから、パネル注文数も減少傾向。 

 また、原料高騰を受けた商品価格の上昇を受け、木材パレットからプラスチック製パレットへの置

き換えも一部分野で進む。そのほか、トドマツより価格の安いスギへの置き換えも本州を中心に進む。

（木材製造業） 

・ 住宅着工数が減少傾向にあり、合板等の建設資材がだぶついている。それを受け、木材加工需要

も停滞。木材需要が停滞し価格が下がってくると、民有林オーナーが売り控えることにもつながり、

需給バランスが不安定な現状である。 

 十勝・釧路方面などから豊富に原料が調達できるので、外国材は使わず、地元の原料を加工してい

る。（木材製造業） 

・ 従業員は地元雇用が中心だが、中途採用のみで、新卒はここ何年も採用できていない。人手不足

がボトルネックとなって生産量を増やせない状況なので、ハローワーク他で求人を出しているが応募

が無い。そもそも林業に関心のある人が少ない。（木材製造業） 

・ 自社の牛乳を使ったソフトクリーム商品の開発をしているが、自社のみの試作ではレシピや味など

の改良について限界を感じ、専門家からの助言をもらうため道の専門家派遣事業を利用。商品化にす

るためのアドバイスや販売戦略に助言をもらえ、利用して良かった。またこのような事業があれば利

用したい。（食料品製造業） 

・ 銅やプラスチックなど原材料価格の上昇、電気料金の引き上げがかなり厳しい。価格転嫁をするた

め、取引先の自動車メーカーや部品メーカーとは常に交渉が行われている。 

 汎用の自動車部品や EV 車輌用の部品を製造しているが、世界的に EV 車の総需要は増えており、近

年は売上げが上昇基調だが、コロナ明け以降、成長のペースが想定より鈍化している。また、中国メ

ーカーの安価な代替品の普及は脅威である。（電気機器製造業） 

・ 正社員は目標数の採用が出来ているが、今後は道央に企業立地が進むと人材確保の難易度が上がる

かもしれない。今は釧路高専から多く採用をしている。ラインで仕事をしてもらう契約社員等はなん

とかかき集めている状況である。（電気機器製造業） 

・ 当社グループの販路を通じた販売先は中国と国内が大多数を占め、中国の経済状況、マーケットに

大きく左右されるが、中国の景気低迷と国内も自動車販売は頭打ちのため新規受注が減少している。 

 EV も一時期の勢いが衰えており、見込んでいた受注数に届いていない。また、中国商品の方が安価

なため、EV 部品のコストダウンに迫られているところ。 

 受注量が落ち込んでいる中、人件費の上昇や原材料価格の高騰で先行きが不安である。（電気機器

製造業） 

 

 



（十勝） 

・ 人手確保及び定着に結びつけるため、昨年稼働を開始した工場にスポーツジムや食堂など福利厚生

の充実を図ったところ、今年の新規採用者の面接で当社の魅力について質問した際、福利厚生がしっ

かりしていると答えた学生が多く、採用通知を出した方全員が入社してくれた。今後は人材採用のた

め付加価値をつけていくことが必要だと感じている 。（電気機器製造業） 

・ 当社製品を内製化するため、企業立地促進費補助金を活用し施設を増設した。世界的に EV 車の総需

要は増えているが、コロナ明け以降、成長のペースが想定より鈍化している。（電気機器製造業） 
 

【卸売・小売業】 

・ 町内外からの買い物客が多く来ており、さらなる拡大に期待している。ここの経営者は十勝管内出

身で道外での勤務を経たＵターン人材であり、店舗前には週末にキッチンカーやイベント開催など地

域の賑やかしにも工夫をこらしている。（商工会） 

 

【サービス業】 

・ 人手不足対策としては、複数の町で、道の広域連携推進補助金を活用して、人材確保のための求人

チラシを作成した。昨年度までは８０件弱の事業所掲載したが、今年度はそれ以上の掲載を予定して

いる。（商工会） 

・ コンビニでは、60代後半の従業員２～３人で回している状況。（商工会） 

・ 人手不足に関しては、自動車整備工場でインディードなどによる求人も行っているが、従業員を確

保出来ずに困っているとのこと。（商工会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【直近の景況感】

【景況感の推移】

２ 道内金融機関から見た地域景況感（10-12月期）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に低調非常に好調 好調 やや好調 普通 やや低調 低調

当金庫が実施した今期の地域企業景気動向調
査の結果、地域企業の次期景況見通しについ
ては、△18と今期比ほぼ同水準であることから
「変わらない」と判断した。

帯広信用金庫

当金庫が実施した今期の地域企業景気動向調
査における地域企業の業況判断DIが、前期比
横ばいの△16となったことから「やや低調」と判
断した。生乳生産量は昨夏の猛暑による減産
から持ち直してきたが、秋サケ定置網漁獲量が
前期比大幅に減少したことや、製造業の業況判
断DIが見通しから小幅に上昇したものの、△32
となったこと等をふまえ、生産動向は「やや低
調」と判断した。消費動向は、サービス業（宿
泊）の業況判断DIは上昇したが、小売業の業況
判断DIが△30と前期より下降したこと等から「や
や低調」と判断した。

現在の景況感 次期見通し

総合
生産
動向

消費
動向

判断理由 方向感 判断理由

R6-Ⅱ R6-Ⅲ R6-Ⅳ

帯広信用金庫

R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ



（右軸：前年同月比（差）：％）

R6-Ⅳ

３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）

R3-Ⅳ R4-Ⅰ R4-Ⅱ R4-Ⅲ R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ

△ 17 △ 8 △ 24 △ 25

R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ R6-Ⅱ R6-Ⅲ

10 △ 42 △ 22 △ 18 △ 8 △ 27

△ 7 △ 20

建設業 11 0 △ 20 △ 18 △ 40 △ 36 △ 36

△ 22 △ 13 △ 2 △ 15 △ 5 △ 17全業種 △ 9

△ 29

△ 17 △ 20

卸売・小売業 △ 8 △ 40 △ 8 △ 25 △ 30 0 0

△ 37 0 △ 30 △ 22 △ 50 △ 22製造業 9 △ 8 0 △ 75 0

△ 25 9 △ 50 △ 23

△ 8 △ 20 0 △ 45 △ 17

△ 11 8 13 0 0 △ 7

0 △ 18

サービス業 △ 26 △ 20 △ 20 23 △ 29 △ 11 △ 18

△ 18 0 27 0 0 0運輸業 △ 17

資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】

資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

４ 各種経済指標

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】
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